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退職給付信託の設定及び業績予想の修正に関するお知らせ 

 

［Ⅰ］退職給付信託の設定について 

 

当社は、年金財政の健全化を目的として、当社保有株式の一部を退職給付信託に追加拠出いたしまし

たので、下記の通りお知らせいたします。 
 

記 

 
１. 信託設定年月日 

   平成 14 年９月 26 日 

２. 信託設定額 

   １８２億円 

３. 平成 15 年３月期における損益への影響 

   本信託設定に伴い、信託設定益として１１９億円（連結ベースも同額）を特別利益に計

上いたします。 

  なお、この退職給付信託設定に伴う中間期及び通期業績への影響については、「Ⅱ.業績

予想の修正について」に織り込んでおります。 

 

 

［Ⅱ］業績予想の修正について 

 
上記退職給付信託の設定及び最近の業績の動向等を踏まえ、平成 14 年５月 20 日の決算発表時に公表

した平成 15 年３月中間期、及び平成 15 年３月期の業績を下記の通り修正いたします。 

 

記 

 

１．平成 15 年 3 月期中間業績予想数値の修正（平成 14 年４月１日～平成 14 年９月 30 日） 

（１）連結 

    （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
前回の業績予想（Ａ） 

（平成 14 年 5 月 20 日 発表） 250,000 5,500 3,000 500 

今回修正予想（Ｂ） 257,000 5,000 2,000 500 

増減額（Ｂ－Ａ）     7,000 △500 △1,000 － 

増減率 2.8 △9.1 △33.3 － 

前期(平成 13 年９月中間期)実績 252,419 4,926 1,984 3,653 



 

（２）単独 

    （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
前回の業績予想（Ａ） 

（平成 14 年 5 月 20 日 発表） 160,000 4,000 2,500 1,500 

今回修正予想（Ｂ） 160,000 2,200 500 3,500 

増減額（Ｂ－Ａ）     － △1,800 △2,000 2,000 

増減率 － △45.0 △80.0 133.3 

前期(平成 13 年９月中間期)実績 155,467 1,900 1,025 1,601 

 

２． 平成 15 年３月期通期業績予想数値の修正（平成14 年４月１日～平成15 年３月31 日） 

（１）連結 

    （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
前回の業績予想（Ａ） 

（平成 14 年 5 月 20 日 発表） 510,000 17,000 11,000 4,000 

今回修正予想（Ｂ） 500,000 13,000 7,000 1,000 

増減額（Ｂ－Ａ） △10,000 △4,000 △4,000 △3,000 

増減率 △2.0 △23.5 △36.4 △75.0 

前期(平成 14 年３月期)実績 480,902 3,947 △3,164 △17,696 

 

（２）単独 

    （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
前回の業績予想（Ａ） 

（平成 14 年 5 月 20 日 発表） 335,000 12,000 8,000 5,000 

今回修正予想（Ｂ） 320,000 6,000 1,500 4,500 

増減額（Ｂ－Ａ） △15,000 △6,000 △6,500 △500 

増減率 △4.5 △50.0 △81.3 △10.0 

前期(平成 14 年３月期)実績 304,658 2,797 2,049 △8,351 

 

３．理 由 

平成 15 年 3 月期中間期の個別業績予想及び連結業績予想につきましては、平成 14 年 9 月に実施いたしました

早期退職優遇制度適用拡大による特別退職金等 64 億円を特別損失に計上いたしますものの、［Ⅰ］の退職給付信

託設定益119 億円を特別利益に計上いたしますことから、最近の業績動向も踏まえ、前回予想を修正いたします。 

平成 15 年 3 月期通期の個別業績予想及び連結業績予想につきましても、上記のとおり平成 15 年 3 月期中間期

の業績予想を修正いたしますこと、及び国内需要の低迷や米国経済の先行き懸念から下半期の売上高が前回予想

を下回る見込みでありますことから修正いたします。 

 

以上 


